
第 55回採石業務管理者試験実施要領（受験者用） 
 
 採石法（昭和 25年法律第 291号）第 32条の 13第１項の規定に基づく採石業務管理者試
験を次のとおり実施します。 
 
１ 受験資格  国籍、年齢、性別、学歴及び実務経験の有無等の制限はありません。 
 
２ 受験日時  令和８年 10月９日（金） 
  ・受  付：午前９時 30分から 
  ・試験時間：午前 10時から正午まで（120分間） 
        ・遅刻は試験開始後 30 分まで認め、退室は試験開始から 40 分を経過し

た後から試験終了時間の 10分前まで認めるものとします。 
 
３ 試験会場  富山県富山市新総曲輪４−18 富山県民会館 702号室 
 
４ 試験方法  選択式筆記試験により行います。なお、出題数は法令問題 10問(全問必

須問題)及び技術問題 15問(5問の必須問題と、10問から５問を選択し
て解答する選択問題)です。 

 
５ 試験科目及び出題範囲 
 (1)岩石の採取に関する法令事項（環境保全等関係法令事項を含む。） 
 (2)岩石の採取に関する技術的な事項（岩石の採掘、発破、破砕選別、汚濁水の処理、脱水

ケーキ（脱水処理に伴って生ずる湿状の岩石粉）の処理、廃土及び廃石のたい積並びに
採掘終了時の措置に関する技術的な事項） 

 
６ 受験願書受付期間 
  令和８年８月 17 日（月）から令和８年９月４日（金）まで（土曜日及び日曜日を除く。） 
  持参する場合の受付時間は、上記の期間中午前８時 30 分から午後５時 15 分までとし

ます。 
 
７ 受験申込手続 
 (1)受験申込先及び問い合わせ先 
  〒930－8501 富山市新総曲輪１番７号 
  富山県商工労働部 成長産業推進室立地通商課物流通商担当（富山県庁東別館３階） 
  ℡：076－444－3400 
 
 (2)提出書類 提出部数 １部 
  ア 受験願書（県指定の様式、収入証紙は張り付けないでください） 
  イ 履 歴 書（県指定の様式） 
  ウ 写  真（手札形（縦７cm×横５cm）とし、受験願書提出前６月以内に撮影した正

面上半身像で、その裏面に撮影年月日、氏名及び年齢を記載したもの） 
 
 (3)受験願書用紙 
  富山県庁 HPの第 55回採石業務管理者試験のページからダウンロードしてください。 
  (URL) https://www.pref.toyama.jp/130121/richitsusho/081009.html 
 
 (4)受験申込方法 
  「富山県電子申請サービス」により申込みの上、受験願書を申込先に郵送又は持参して

ください（郵送する場合は、封筒の表に「採石業務管理者試験願書在中」と朱書きして
送付してください。）。 

  【富山県電子申請サービス】 
   https://shinsei.pref.toyama.lg.jp/SdsJuminWeb/JuminLgSelect 
  【採石法関係申請の電子申請及びキャッシュレス決済方法】 
   r8denshinouhutejyunsho.pdf 

  

https://www.pref.toyama.jp/130121/richitsusho/081009.html
https://shinsei.pref.toyama.lg.jp/SdsJuminWeb/JuminLgSelect
https://www.pref.toyama.jp/documents/23080/r8denshinouhutejyunsho.pdf


 
 (5)受験手数料 
  金  額：8,100円 
  納付方法：県から送付する「審査完了のお知らせ（料金納付のお願い）」のメールの案

内に従い、キャッシュレス決済によりお支払いください。（※令和８年３月
をもって収入証紙は使用できなくなっておりますので、ご注意ください。） 

 
８ 受験票の送付 受験申込者には受験票を送付します。 
 
９ その他 
 (1)試験当日は、受験票及び筆記用具を持参し、試験開始 15分前までに試験会場に入室し

てください（受験票不携帯の者は、受験できないことがあります。）。 
 (2)試験結果は、令和８年 11月４日（水）に、合格者受験番号を富山県庁 HPの第 55回採

石業務管理者試験のページに掲載するとともに、合格者には別途郵送で本人あてに通知
します。 

 (3)合格発表から１ヶ月間は、受験者本人に限り、総合得点及び科目別得点の開示を請求す
ることができます。予めご連絡の上、受験者本人が午前８時 30分から午後５時 15分ま
での間に成長産業推進室立地通商課（富山県庁東別館３階）へお越しください（受験票
及び運転免許証等本人確認ができる書類を持参ください。）。なお、郵送、電話等による
請求はできません。 

 (4)試験問題は、試験開始から 40分を経過した後に受験者のみ持ち帰り可とします。 


